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東部地区　亀田出張所　381-7586　Ⓕ382-9339
　事務所　横越出張所　385-2018　Ⓕ385-4383
南部地区　曽野木出張所　280-6101　Ⓕ280-6218
　事務所　両川出張所　280-2130　Ⓕ280-3856

西部地区　石山出張所　286-4816　Ⓕ286-2340
　事務所　鳥屋野出張所　244-3778　Ⓕ243-1230
北部地区　大形出張所　273-1754　Ⓕ270-0222
　事務所　大江山出張所　276-2381　Ⓕ277-5521

　● 亀田郷土地改良地区シンボルカラー　● 農地　● 水をイメージ

平成26年３月31日現在組合員　4,705人　：　横　越　962 / 大江山　782 / 亀　田　720 / 両　川　453 / 曽野木　490 / 鳥屋野　210 / 山　潟　223 / 石　山　286 / 大　形　579

　このたび亀田郷土地改良区は、新潟市東区江口・岡山・
本所地区において新潟市下水道事業の受託事業により「田
んぼダム」を実施しました。
　この地区は、新潟市下水道計画の大石・本所排水区に位
置づけられており、排水区域面積1308ヘクタールのう
ち、約283ヘクタールが水田となっています。雨水幹線
や貯留施設のほか、既存の農業排水路（大石排水路・本所
排水路）を活用し、雨水計画を策定しているものの、放流
先河川が未改修であることや、本所排水機場の増強及び市
街地貯留施設の増設等にも多大な費用と時間を要するた
め、いまだに整備が進んでいません。
　このため市街地の雨水排水は現在もなお農業排水施設に
依存しており、度々浸水被害を受けています。そこで新潟
市下水道部では、排水路の上流部にある水田を利用し「田
んぼダム」を実施することで農地や市街地における浸水被
害の軽減を図ることを考えました。
　実施するにあたり地元農家の協力が不可欠です。大形工
区長を中心とし各分区長及び地元農家の協力の意向確認を
経て、排水路施設管理者の亀田郷土地改良区が新潟市より

受託し実施いたしました。
　「田んぼダム」とは、田んぼがもともともっている水を
貯める機能を利用し、大雨が降ったときに田んぼに降った
雨を一時的に貯めて、時間をかけて少しずつ流すことで、
排水路の急激な増水を抑え、浸水被害の軽減を図る取り組
みです。
　事業内容は、実施水田面積40ヘクタール、田んぼの排
水口に流出量を調整する特殊な田区排水桝を254基設置
するとともに、田んぼの貯水機能を確保するため排水路溝
畔を約4210メートル整備しました。
　７月９日の豪雨では、この地区でも日降水量165ミリ
とかなりの降雨に見舞われましたが、この「田んぼダム」
の事業効果により、排水路は増水することなく排水され、
幹線排水路の負担軽減につながりました。
　近年多発する集中豪雨による浸水被害から早急な対策が
求められている中、被害を軽減するこの「田んぼダム」の
取り組みに、亀田郷土地改良区としても新潟市と協力しな
がら推進し、将来は亀田郷の防災・減災に取り組んでいき
たいと思います。

～水害から地域を守る～～水害から地域を守る～

田んぼダムの取り組み
平成26年7月9日の豪雨による比較

実施地区

大石・石山・本所排水区における「田んぼダム」実施地区

未実施地区
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平
成
25
年
度
の
一
般
会

計
並
び
に
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
総
収
入
額
は

28
億
８
１
６
９
万
円
、
総
支

出
額
は
28
億
６
６
６
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
に
お
け

る
収
入
で
す
が
、
組
合
費
は

４
億
６
０
４
８
万
円
、
納
入

率
は
99
・
８
％
で
77
万
円
ほ

ど
の
未
納
が
あ
り
ま
し
た
。

　

補
助
金
や
負
担
金
、
助
成

金
は
、
１
億
９
１
７
９
万

円
と
予
算
額
に
比
べ

３
６
２
２
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
鳥
屋
野
潟

浄
化
対
策
事
業
や
親
松
排

水
機
場
運
転
操
作
業
務
な

ど
の
受
託
金
は
、
総
額
で

３
億
２
９
３
８
万
円
で
し

た
。
基
金
繰
入
に
つ
き
ま
し

て
は
６
億
９
２
８
６
万
円

で
、
支
出
額
が
確
定
し
た
こ

と
と
、
農
業
水
利
施
設
整
備

事
業
等
の
一
部
を
次
年
度

に
繰
り
越
し
た
こ
と
に
よ

り
、
１
億
１
４
４
６
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
県
営
事
業
分
担
金
と

し
て
２
７
９
３
万
円
を
日

本
政
策
金
融
公
庫
よ
り
借

り
入
れ
ま
し
た
。
収
入
全

体
で
は
、
予
算
額
に
比
べ

１
億
４
１
６
３
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
支
出
で
す
が
、
事
務

費
は
４
７
６
６
万
円
減
額

の
４
億
２
６
４
５
万
円
、
維

持
管
理
費
は
４
０
５
９
万
円

減
額
の
２
億
４
６
０
５
万

円
、
団
体
営
事
業
・
県
営

事
業
分
担
金
・
県
営
附
帯

事
業
な
ど
の
事
業
費
関
係

は
５
２
６
５
万
円
減
額
の

２
億
２
０
３
４
万
円
で
し

た
。

　

な
お
、
受
託
事
業
の
事
務

費
・
工
事
雑
費
の
戻
し
入

れ
、
経
常
費
・
維
持
管
理
費

の
経
費
節
減
に
努
め
た
結

果
、
３
５
９
４
万
円
の
余
剰

金
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
次
年
度
繰
越
金

と
し
て
１
５
０
０
万
円
を
充

当
し
、
残
り
の
２
０
９
４
万

円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
ま
し
た
。

　

基
金
の
積
み
立
て
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
共
通
基
金
が

９
１
９
４
万
円
の
減
額
、
各

区
基
金
で
は
６
４
１
７
万
円

の
減
額
、
そ
れ
か
ら
決
済
金

積
立
金
、
財
政
調
整
基
金
、

退
職
給
与
積
立
金
を
合
わ
せ

て
３
億
３
５
８
９
万
円
の
減

額
と
な
り
、
基
金
積
立
金
総

額
で
46
億
４
５
４
６
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
平
成
25
年
度
の

収
支
決
算
の
概
略
で
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
３
月

末
現
在
の
組
合
員
総
数
は

４
７
０
５
名
で
、
前
年
度
よ

り
９
名
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
農
地
面
積
は
田
・
畑

合
わ
せ
て
18 

ha
ほ
ど
減
り

４
２
９
１
ha
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
経
費
節
減
と
補

助
・
助
成
制
度
の
拡
充
を
図

り
、
適
正
な
業
務
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

財
産
目
録
・
負
債
の
収
支
決

算
状
況
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
下
記
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

科　　目 本年度決算額 本年度予算額 比 較 増 減 付 　 　 　 　 　 　 記
（単位：円）

１.	組 合 費 460,484,537 460,275,000 209,537 共通（全郷）、各区（1区・2区・5区）

２.	補 助 金 138,921,158 174,141,000 -35,219,842 国営造成施設管理体制整備促進事業、市単農業土木事業、農業水利施設整備事
業、農業水利施設保全合理化機能保全計画策定事業、県単農業農村整備事業ほか

３.	負 担 金 37,432,280 37,419,000 13,280 親松排水機場、水路整備、農業水利施設整備事業費
４.	助 成 金 15,437,874 16,460,000 -1,022,126 都市排水負担金、水利システム、浄化用水導入
５.	諸 収 入 20,363,934 9,939,000 10,424,934 未収賦課金、預金利子、雑入ほか

６.	受 託 金 329,387,800 330,203,000 -815,200 浄化対策、機場管理、国営造成施設管理体制整備促進事業、親松排水機場管
理事業、用排水路移設補償工事、田んぼダム排水施設設置工事ほか

７.	財 産 収 入 6,009,600 6,020,000 -10,400 農林中央金庫出資配当金ほか
８.	立 替 金 戻 入 0 10,000 -10,000 
９.	繰 入 金 92,752,419 93,487,000 -734,581 管財特別会計より
10.	基 金 繰 入 692,866,441 807,332,000 -114,465,559 共通基金、各区基金、決済金積立、退給積立、財政調整基金
11.	繰 越 金
12.	借 入 金

15,000,000 
27,932,000 

15,000,000 
27,932,000 

0 
0 

平成24年度より
県営事業分担金　流域水質保全機能増進事業費充当分

収　入　合　計 1,836,588,043 1,978,218,000 -141,629,957 
１.	役 員 給 与 33,611,589 34,421,000 -809,411 役員報酬、旅費
２.	会 議 費 4,603,012 7,492,000 -2,888,988 実費弁償、会議資料印刷費ほか

３.	事 務 費 426,452,942 474,114,000 -47,661,058 職員給与、需用費、出張所費、自動車費、事業対策費、法定負担金、福利厚
生費ほか

４.	総 代 選 挙 費 0 10,000 -10,000 
５.	財 産 費 55,255,456 35,356,000 19,899,456 償還基金積立金、財政調整基金積立金

６.	負 担 金 3,024,172 3,637,000 -612,828 新潟県土地改良事業団体連合会、中東蒲原土地改良協議会、全国土地改良施
設管理事業推進協議会ほか

７.	交 付 金 2,730,988 2,800,000 -69,012 組合費納入報奨金ほか
８.	工 区 費 83,292,468 83,296,000 -3,532 通常工区費、特別工区費
９.	維 持 管 理 費 246,058,903 286,652,000 -40,593,097 揚排水機、共通各区道水路管理、適正化事業、浄化用水導入事業

10.	事 業 費 154,996,316 205,209,000 -50,212,684 設計、農業水利施設整備事業、市単農業土木事業、農業水利施設保全合理化
機能保全計画策定事業、県単農業農村整備事業ほか

11.	県営事業分担金 63,924,192 65,791,000 -1,866,808 親松排水機場管理、流域水質保全機能増進、農業農村整備事業調査計画
12.	県営附帯事業費 1,428,000 2,000,000 -572,000 県営附帯事業
13.	立 替 金 0 10,000 -10,000 

14.	受 託 費 329,387,800 330,203,000 -815,200 浄化対策事業、機場管理事業、国営造成施設管理体制整備促進事業、親松排
水機場管理事業、用排水路移設補償工事、田んぼダム排水施設設置工事ほか

15.	負 債 償 還 10,718 20,000 -9,282 償還利子
16.	諸 支 出 64,114,632 68,750,000 -4,635,368 ㈶亀田郷地域センター助成、固定資産税、広報経費、60周年記念事業費ほか
17.	退 職 給 与 金 35,649,663 35,651,000 -1,337 役職員退職給与金
18.	繰 出 金 317,047,192 339,806,000 -22,758,808 環境用水利活用事業、農業基盤整備促進事業、亀田郷発電事業
19.	予 備 費 0 3,000,000 -3,000,000 

支　出　合　計 1,821,588,043 1,978,218,000 -156,629,957 

収　
　

入　
　

の　
　

部

支　
　
　
　

出　
　
　
　

の　
　
　
　

部

平成25年度　決算概要
１．一般会計収支決算

会　　　　計

流　動　資　産

長　期　負　債

２．特別会計収支決算

３．資　　産

４．負　　　債５．地区別農地面積および組合員の状況

収入決算額 支出決算額 差引次年度繰越

4,797,174,383 

27,932,000 

１.	管財特別会計

　１．現金及び預金

　１．借　入　金

218,801,699 218,801,699 0 

15,000,000 

27,932,000 

２.	決済金特別会計

　２．未収入金

特　定　負　債

97,231,444 97,231,444 0 

36,658,901 

4,645,458,882 

３.	特別会計環境用水
	 利活用事業

　３．基本財産

　１．償還基金（共通）引当金

2,841,406 2,841,406 0 

100,056,600 

258,233,068 

４.	特別会計亀田郷地
	 区農業基盤整備促進
	 事業費

５.	特別会計亀田郷発
	 電事業

合　計

　４．特定資産

　２．償還基金（各区）引当金

169,074,500 

557,161,286 

1,045,110,335 

169,074,500 

557,161,286 

1,045,110,335 

0 

0 

0 

4,645,458,882 

1,472,587,446 

　　　⑴　償還基金積立金（共通）

　３．決済金引当金

　　　⑵　償還基金積立金（各区）

　４．財政調整基金引当金

　　　⑶　決済金積立金

　５．退職給与引当金

　　　⑷　財政調整基金積立金

合　　　　　計

　　　⑸　退職給与積立金

固　定　資　産

　１．土　　地

　２．建　　物

　３．機械器具

　４．備　　品

合　　　　　計

258,233,068 

1,311,127,325 

1,472,587,446 

996,943,126 

1,311,127,325 

606,567,917 

996,943,126 

4,673,390,882 

606,567,917 

938,953,720 

500,204,000 

414,408,000 

3,352,000 

20,989,720 

5,736,128,103 

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

合　　計そ　の　他地　区　内　農　地　面　積
農道・水路ほか計畑田

組合員数
（人）

11,785,4702,043,9099,741,561916,5938,824,968962第 1 区（横　越） 
地区名

区　分

8,924,7541,438,5037,486,2511,029,9186,456,333782第 2 区（大江山） 
8,647,0991,121,5457,525,554851,9956,673,559720第 3 区（亀　田） 
6,494,101423,9016,070,200630,1435,440,057453第 4 区（両　川）  
7,362,4961,195,1866,167,310576,2585,591,052490第 5 区（曽野木）
1,484,0261,074,338409,688165,561244,127210第 6 区（鳥屋野）
2,084,102634,1601,449,942123,1391,326,803223第 7 区（山　潟） 
1,834,9831,084,393750,590222,839527,751286第 8 区（石　山） 
4,190,062881,4323,308,630586,9702,721,660579第 9 区（大　形）

52,807,0939,897,36742,909,7265,103,41637,806,3104,705計

収　入　決　算　額	 1,836,588,043 円
支　出　決　算　額	 1,821,588,043 円
差引次年度繰越	 15,000,000 円

平成26年度　総代会開催報告
　平成26年７月18日亀田郷土地改良区大ホールにおいて、平成26年度第１回臨時総代会が開催され、議長に芳賀和久総代（両川）、副議長に近藤武正総
代（大形）を選出し、平成25年度決算報告ほか６議案について、原案どおり議決及び承認されました。
　平成26年度　第1回臨時総代会（平成26年７月18日）
　付議事項　認第１号	 専決処分の承認について
　　　　　　認第２号	 平成25年度事業報告書・収支決算書・財産目録および基金積立金収支状況報告書の承認について
　　　　　　報第１号	 平成25年度一般会計事業費の繰越明許費の報告について
　　　　　　報第２号	 監査報告について
　　　　　　議第１号	 団体営農業基盤整備促進事業（亀田郷地区）の施行について
　　　　　　議第２号	 平成26年度受託事業（用排水路移設補償工事）について
　　　　　　議第３号	 平成26年度収支補正予算案について

（単位：㎡）
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《
水
管
理
の
状
況
》

○
用
水

　

沢
海
揚
水
機
場
は
４
月

10
日
、竹
尾
揚
水
機
場
は
４

月
20
日
、舞
潟
及
び
両
川
揚

水
機
場
は
４
月
25
日
か
ら
本

用
水
を
開
始
し
、８
月
31
日

に
全
て
の
揚
水
機
場
の
運
転

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

郷
内
11
揚
水
機
場
の
運

転
時
間
と
電
力
量
は
、平
年

（
過
去
５
カ
年
の
平
均
）に

比
べ
、運
転
時
間
で
82・２
％
、

電
力
量
で
86
・５
％
と
大
き

く
下
回
り
ま
し
た
。こ
の
結

果
は
、平
成
25
年
度
よ
り
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
管
理

期
に
お
け
る
夜
間
運
転
の
停

止
と
降
雨
時
に
お
け
る
迅
速

な
運
転
停
止
が
寄
与
し
た

結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、局
所
的
な
用

水
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に

設
置
し
た
臨
時
ポ
ン
プ
の
数

は
、平
成
24
年
度
よ
り
１
カ

所
減
の
47
カ
所
で
あ
り
ま
し

た
。

○
排
水

　

平
成
25
年
度
の
年
間
降

水
量
２
３
４
６㎜
は
過
去
５

カ
年
の
平
均
と
比
べ
５
２
４㎜

多
く
、二
本
木
・
蔵
岡
・
本
所

排
水
機
場
の
延
べ
運
転
日
数

は
平
成
24
年
度
に
比
べ
22
日

多
い
36
日
間
で
、運
転
時
間

は
１
０
２
時
間
多
い
１
８
０

時
間
で
し
た
。

《
事
業
の
実
施
状
況
》

○
団
体
営
事
業

①
国
営
造
成
施
設
管
理
体

制
整
備
促
進
事
業

	

（
管
理
体
制
整
備
型
）

　

大
渕
排
水
路
に
お
い
て

切
梁
を
設
置
し
、施
設
の
保

全
と
長
寿
命
化
を
図
っ
た
ほ

か
、地
元
組
織
と
水
路
溝
畔

の
維
持
管
理
協
定
を
結
び
、

施
設
の
維
持
管
理
体
制
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

②
地
域
農
業
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　

今
後
40
年
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
を
考
慮
し
て
、鍋

潟
下
居
浦
用
水
路
を
ベ
ン
チ

フ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
管
水
路
へ
と

更
新
し
ま
し
た
。

③
土
地
改
良
施
設
維
持
管

理
適
正
化
事
業

　

舞
潟
揚
水
機
場
ポ
ン
プ
設

備
の
補
修
と
宮
尻
路
線
用

水
路
の
更
新
及
び
木
津
排

水
路
の
底
打
ち
工
事
を
行

水
機
場
な
ど
の
電
気
料
金
に

充
当
し
、維
持
管
理
費
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑦
農
業
水
利
施
設
保
全
合

理
化
事
業

　

亀
田
郷
地
区
で
郷
内
29

路
線
の
機
能
保
全
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。ま
た
、山

崎
排
水
路
地
区
で
は
、排
水

路
の
更
新
に
向
け
た
施
設
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

○
維
持
管
理
事
業

①
共
通
路
線

　

98
件
、１
０
６
７
４
１
千

円
の
維
持
修
繕
工
事
を
実

施
。
ま
た
除
草
剤
を
使
わ

な
い
溝
畔
管
理
と
し
て
延
べ

１
８
４
８
人
で
機
械
除
草
を

年
２
回
実
施
し
た
ほ
か
、除

塵
機
や
オ
イ
ル
フ
ェン
ス
に
溜

ま
る
ゴ
ミ
の
処
理
を
定
期
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

②
各
区
路
線

　

１
１
６
件
、３
６
６
８
０
千

円
の
維
持
修
繕
工
事
を
実

施
し
た
ほ
か
、新
潟
市
単
独

補
助
の
新
潟
市
農
業
土
木

支
援
事
業
で
用
排
水
路
の

維
持
修
繕
工
事
や
塩
ビ
管
な

ど
の
資
材
購
入
を
行
い
ま
し

た
。

○
受
託
事
業

①
親
松
排
水
機
場
の
運
転

操
作
管
理（
新
潟
県
）

②
鳥
屋
野
潟
・
栗
ノ
木
川
の

浄
化
対
策（
新
潟
県
）

③
本
所
・
蔵
岡
排
水
機
場
の

運
転
管
理（
新
潟
市
）

④
管
理
体
制
整
備
の
推
進

活
動（
新
潟
県
）

⑤
用
排
水
路
移
設
補
償
工

事
及
び
測
量
設
計（
新
潟

市
）

⑥
田
ん
ぼ
ダ
ム
排
水
施
設
設

置
工
事（
新
潟
市
）

⑦
大
渕
地
区
経
営
体
等
の

意
向
調
査（
新
潟
県
）

《
県
営
事
業
及
び

そ
の
他
事
業
の
状
況
》

○
県
営
事
業

①
地
盤
沈
下
対
策
事
業

　

新
潟
南
部
８
期
地
区
に
よ

り
阿
賀
用
水
路（
６
６
２ｍ
）

の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

事
業
進
捗
率
は
65
・７
％
で

す
。

②
か
ん
が
い
排
水
事
業（
流

域
水
質
保
全
機
能
増
進

事
業
）

　

亀
田
郷
第
２
地
区
に

よ
り
、海
老
ヶ
瀬
排
水
路

（
２
４
０ｍ
）及
び
大
渕
排
水

路（
１
３
８
４ｍ
）の
整
備
を

実
施
し
ま
し
た
。事
業
進
捗

率
は
92・２
％
で
す
。

○
そ
の
他
事
業

・
農
地・水
保
全
管
理
支
払

交
付
金（
現
・
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
）の
活
動

を
支
援
し
ま
し
た
。

・
環
境
用
水
の
導
入
・
利
活

用
を
新
潟
市
と
共
同
で

実
施
し
ま
し
た
。

い
、施
設
の
機
能
維
持
と
維

持
管
理
費
の
軽
減
を
図
り

ま
し
た
。

④
県
単
農
業
農
村
整
備
事
業

　

大
形
地
区
及
び
蔵
岡
揚

水
機
場
地
区
を
実
施
し
、大

形
用
水
路
破
損
箇
所
の
修

繕
と
蔵
岡
揚
水
機
場
電
動

機
の
修
繕
を
行
い
、事
業
を

完
了
し
ま
し
た
。

⑤
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

　

担
い
手
農
家
の
規
模
拡
大

と
利
用
集
積
を
促
進
し
、国

が
推
進
す
る
大
豆
等
の
戦
略

作
物
の
品
質
向
上
と
安
定

生
産
を
図
る
た
め
、用
排
水

路
１
８
５
１ｍ
の
整
備
と
区

画
拡
大
55
・４
ha
及
び
暗
渠

排
水
整
備
12
・６
ha
を
実
施

し
ま
し
た
。

⑥
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金

　

太
陽
光
と
い
う
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
こ
と
、毎
年
多

く
の
方
が
訪
れ
る
亀
田
郷

管
内
へ
の
視
察
対
応
に
お
い

て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
、交
流

人
口
を
増
や
し
な
が
ら
農
村

を
活
性
化
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
江
南
区
松
山
地
内

の
土
地
改
良
区
所
有
地
と

小
松
堀
排
水
路
法
面
に
約

４
８
０
０
枚
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、

こ
こ
で
得
た
売
電
収
入
は
揚

平成25年度　亀田郷管内土地改良事業　事業報告H25事業の実施状況　　編集用--Sheet1 2014/9/2

平成25年度　団体営事業等の施工状況

区　分 事　業　名 地 区 名 施　　設 工事内容 事業量
本年度
事業費
（千円）

備　考

大渕排水路 切梁設置工 37本 1,536

多面的経費補助 　　　－ 1.0式 17,328

18,864

鍋潟下居浦用水路（H24繰越） 用水路工 Ｌ=512m 45,516

鍋潟下居浦用水路 用水路工 1.0式 1,237

46,753

舞潟揚水機場 ポンプ設備補修 1.0式 9,932

木津排水路 排水路工 Ｌ=194m 2,807

宮尻路線用水路 用水路工 Ｌ=259m 3,404

16,143

大形 大形用水路 用水路補修工 1.0式 7,471

蔵岡揚水機場 蔵岡揚水機場 電動機修繕 1.0式 1,575

9,046

茅野山用水路（H24繰越） 用水路工 Ｌ=463m 50,706

沢海排水路（H24繰越） 排水路工 Ｌ=310m 30,656

亀田地内　用排水路（H24繰越） 用排水路工 Ｌ=1,078m 13,463

区画拡大 A=55.4ha

暗渠排水 A=12.6ha

169,075

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 亀田郷 太陽光発電施設 施設建設ほか ２ヵ所 556,369 H25

亀田郷 共通路線29施設（H24繰越） 機能保全計画策定 1.0式 54,277

山崎排水路 山崎排水路（H24繰越） 施設計画策定 1.0式 4,028

58,305

共通工事 共通路線 施設整備・管理 1.0式 106,741

各区工事 １区～９区各区路線 施設整備・管理 1.0式 36,680

受 託 事 業 名 委 託 者 事 業 費 期　間

親松排水機場運転管理 新潟県 57,229 ４月～３月

鳥屋野潟・栗ノ木川浄化対策 新潟県 20,632 ４月～３月

本所・蔵岡排水機場運転管理 新潟市 本所・蔵岡排水機場の運転管理 10,350 ４月～３月

管理体制整備推進活動 新潟県 管理体制整備の推進活動（広報・啓発等） 80 ４月～３月

用排水路移設補償工事及び測量設計 新潟市 用排水路の移設補償工事及び測量設計 191,656 ５月～３月

田んぼダム排水施設設置工事 新潟市 田んぼダム排水施設の設置工事 49,393 １０月～３月

大渕地区経営体等の意向調査 新潟県 47 ２月～３月

平成２５年度　県営事業の実施状況

区　分 事　業　名 地 区 名 施　　設 工事内容 事業量
本年度
事業費
（千円）

備　考

地盤沈下対策事業 新潟南部８期 阿賀幹線用水路 用水路工等 Ｌ=373m 791,335 H21～H27

流域水質保全機能増進事業 亀田郷第２ 海老ヶ瀬排水路、大渕排水路 排水路工等 Ｌ=379m 201,247 H20～H26
県営

計

農業基盤整備促進事業 亀田郷

県単農業農村整備事業

維持管理

ほ場整備地区で耕作する認定農業者の集積面積及び経営耕地面積等の調査

受託

事 業 の 内 容

補助

国営造成施設管理体制
整備促進事業（管理体制整備型）

阿賀野川左岸

H25

親松排水機場の運転操作・保守点検・除塵作業

（鳥屋野潟・栗ノ木川）水質浄化のための竹尾機場及び本所河川ゲートの運転操作

74,250

H25

簡易ほ場整備

H24～H25

計

H25

計

農業水利施設保全合理化事業

計

H24～H25

計

H12～H29

H24～H25

計

亀田郷第２
地域農業水利施設

ストックマネジメント事業

－
土地改良施設維持管理

適正化事業

各機場の運転状況 

 

平成 25年度 揚水機場の運転期間 

機場名 苗代用水 本 用 水 中 干 し 夜間停止 

沢海揚水機場  4月 10日～8月 31日  
5月 4日～8月 31日 

（午後 6時～午前 1時） 

両川揚水機場 4月 4日～4月 24日 4月 25日～8月 31日 6月 20日～6月 30日 
6月 15日～8月 31日 

（午後 8時～午前 3時） 

舞潟揚水機場 4月 5日～4月 24日 4月 25日～8月 31日 6月 24日～7月 3日 
6月 15日～8月 31日 

（午後 7時～午前 3時） 

竹尾揚水機場  4月 20日～8月 31日  
6月 1日～8月 31日 

（午後 7時～午前 2時） 

平成 25年度 揚水機場の運転状況 

施設名 運転時間（ｈ） 平年比（％） 電力量（kwh） 平年比（％） 

揚 水 機 場 

（11 ヶ所） 

(36,130.3) 

29,681.5 

 

 

82.2 

 

(6,396,477) 

5,530,730 

 

 

86.5 

 

※ ( ) は 5 ヶ年平均 

平成 25年度 排水機場の運転状況 

機 場 名 運転期間  運転日数 運転時間  

本 所 排 水 機 場 6月 19日～12月 30日 
（ 

 

5日間 

16日間 

） 

 

（ 

 

30時間 

82時間 

30分 

30分 

） 

 

蔵 岡 排 水 機 場 6月 19日～9月 8日 
（ 

 

4日間 

4日間 

） 

 

（ 

 

11時間 

22時間 

30分 

30分 

） 

 

二本木排水機場 6月 19日～12月 30日 
（ 

 

5日間 

16日間 

） 

 

（ 

 

36時間 

76時間 

30分 

00分 

） 

 

計     
（ 

 

78時間 

180時間 

00分 

30分 

） 

 

※ （ ） は平成 24年度 

各機場の運転状況

着　　手　　前

竣　　　　　工

農業基盤整備促進事業
茅野山用水路改修第２次工事

小松堀排水路　太陽光発電施設建設工事

松山地内　太陽光発電施設建設工事

農山漁村活性化プロジェクト
支援交付金
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　６月１日㈰に12回目となる亀田郷一斉清掃が亀田郷不法投棄対策連絡協議会（会長：山我
理事長）の主催により実施されました。過去最高となる1328名が参加し、高速道路沿線や各
工区で決定した水路・道路など亀田郷全域で17班に分かれ作業が行われました。
　収集されたゴミは、燃えるゴミ4.2トン、不燃ゴミ2.0トン、粗大ゴミは、タイヤ108本、テ
レビ27台、自転車10台などで年々減る傾向にあります。燃えるゴミ・不燃ゴミは新潟市から
無料で処分いただいていますが、粗大ゴミの処分費用は、新潟市・東日本高速道路株式会
社・亀田郷土地改良区の三者で負担しています。今年は一番多かった平成19年に比べ処分費
用は３分の１以下となりましたが、まだまだ大きな金額となっています。
　それから今回は、これまで課題となっていたゴミの分別徹底に取り組んでいただいた結
果、特に搬入施設でのトラブルもなく終わることが出来ました。参加いただいた皆様に感謝
申し上げます。
　不法投棄のない地域を目指し、引き続き組合員の皆様からご
支援ご協力をお願いします。
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４
月
22
日	

監
事
会

　
　

23
日	

事
業
部
会

　
　
　

〃	

総
務
部
会

　
　
　

〃	

理
事
会

５
月
14
日	

亀
田
郷
不
法
投
棄
対
策

連
絡
協
議
会
幹
事
会

　
　

20
日	

中
期
計
画
組
織
財
務
担

当
理
事
会
議

　
　
　

〃	

理
事
会

　
　
　

〃	

親
松
排
水
機
場
管
理
運

営
委
員
会

　
　

22
日	

中
期
計
画
事
業
維
持
管

理
担
当
理
事
会
議

　
　
　

〃	

監
事
会

６
月
１
日	

亀
田
郷
一
斉
清
掃

　
　

９
日	

工
事
・
機
場
監
査

　
　
　

〃	

中
期
計
画
組
織
財
務
担

当
理
事
会
議

　
　

10
日	

事
業
部
会

　
　

12
日	

中
期
計
画
事
業
維
持
管

理
担
当
理
事
会
議

　
　

19
日	

総
務
部
会

　
　
　

〃	

理
事
会

　
　

25
日	

監
事
会
（
決
算
監
査
）

　
　

27
日	

中
期
計
画
組
織
財
務
担

当
理
事
会
議

７
月
１
日	

中
期
計
画
事
業
維
持
管

理
担
当
理
事
会
議

　
　

２
日	

理
事
会

　
　

８
日
・
９
日　

新
潟
市
土
地
基

盤
整
備
促
進
協
議
会
北

陸
農
政
局
訪
問

　
　

11
日	

工
事
入
札

　
　

18
日	

臨
時
総
代
会

　
　

24
日	

監
事
会

　
　
　

〃	

中
期
計
画
組
織
財
務
担

当
理
事
会
議

　
　

26
日	

佐
野
藤
三
郎
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

　
　

29
日	

中
期
計
画
事
業
維
持
管

理
担
当
理
事
会
議

８
月
４
日	

新
潟
市
土
地
基
盤
整
備

促
進
協
議
会
農
林
水
産

省
訪
問

　
　

５
日	

北
陸
農
政
局
提
案
要
望

　
　

20
日	

中
期
計
画
合
同
会
議

　
　

27
日	

監
事
会

９
月
３
日	

環
境
用
水
利
活
用
促
進

部
会

　
　

19
日	

理
事
会

　
　

24
日	

監
事
会

　
　

25
日
・
26
日　

全
国
土
地
改
良

施
設
管
理
事
業
推
進
協

議
会
研
究
会

短
　
　 

信

　

佐
野
元
理
事
長
が
急
逝
さ

れ
て
、
ち
ょ
う
ど
20
年
目
の

節
目
に
当
た
り
、
７
月
26
日

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、

｢

遙
か
な
る
水
郷
か
ら
世
界

の
食
の
都
へ｣

と
題
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

価
値
観
変
遷
の
激
し
い
こ

の
時
代
に
あ
っ
て
、
氏
が
心

血
を
傾
け
た
諸
々
の
事
業
や

拠
り
所
と
な
っ
た
農
業
立
国

的
な
思
想
が
、
人
々
の
記
憶

か
ら
う
す
れ
か
け
て
き
た
様

に
思
わ
れ
る
い
ま
、
氏
が
向

き
合
っ
た
課
題
を
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
蘇
ら
せ
、
今
日
的
な

意
義
や
有
効
性
に
つ
い
て
議

論
と
検
証
を
試
み
、
佐
野
藤

三
郎
氏
の
生
き
た
記
憶
を
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
い

人
々
が
継
承
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
篠
田

新
潟
市
長
、
森
副
知
事
、
三

富
県
土
連
会
長
、
農
林
水
産

省
・
国
土
交
通
省
Ｏ
Ｂ
、
新

潟
・
亀
田
商
工
会
議
所
会

頭
、
県
内
大
学
の
学
長
、
亀

田
郷
土
地
改
良
区
山
我
理
事

長
な
ど
各
界
の
方
々
が
呼
び

か
け
人
と
な
り
、
亀
田
郷
土

地
改
良
区
／
五
十
嵐
前
理
事

長
、
食
の
新
潟
国
際
賞
財
団

／
古
泉
理
事
長
、
新
潟
日
報

社
／
高
橋
前
社
長
が
代
表
を

務
め
、
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
氏
と
同
じ
時
代
を

生
き
共
に
行
動
さ
れ
た
ゆ
か

り
の
あ
っ
た
方
々
や
、
名
前

ぐ
ら
い
し
か
知
ら
な
い
学
生

な
ど
、
予
定
を
大
幅
に
上
回

る
400
名
近
く
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
亀
田
郷

の
土
地
改
良
事
業
と
農
業
問

題
、
中
国
三
江
平
原
農
業
開

発
と
国
際
交
流
、
鳥
屋
野
潟

と
ま
ち
づ
く
り
、
会
場
か
ら

の
未
来
に
向
け
て
の
意
見

の
４
部
構
成
で
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
60
周
年
記
念
誌

発
刊
に
当
た
り
、
佐
野
藤
三

郎
氏
の
章
を
執
筆
さ
れ
た
元

新
潟
日
報
編
集
委
員
の
望
月

迪
洋
氏
が
担
当
し
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
皆
さ
ん
が
氏
の
功
績

と
人
間
的
魅
力
を
振
り
返
り

な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
新
潟
の

未
来
と
次
世
代
へ
の
期
待
な

ど
が
語
り
合
わ
れ
ま
し
た
。
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土地改良区からのお願い
組合員資格得喪通知の手続きについて（農地法第 3 条）

他目的使用について

申請様式のダウンロード

油流出事故防止について

　土地改良区の賦課台帳は、組合員皆さまからの届出によって更新されております
ので、手続を怠りますと、農地を移動したのにいつまでも組合費が掛かることにな
ります。農地を移動させた場合、速やかに「資格得喪通知書」をご提出願います。
　申請書は、最寄りの出張所に備えてありますので、必要書類をお揃えの上、出
張所へご提出ください。

　土地改良区が管理する農道や水路を農業以外の目的で使用する場合、土地改
良区の許可が必要です。速やかに「土地改良財産他目的使用申請書」をご提出く
ださい。
　使用期間は最大で 5 年間です。引き続き使用する場合も更新手続きが必要です。
　申請書は、最寄りの出張所に備えてありますので、必要書類をお揃えの上、出
張所へご提出ください。

　土地改良区への申請や届出、申込みの際の申請様式がホームページ上からダウ
ンロードできるようになりました。いったん印刷の上、必要事項を記入いただいて
も構いませんし、パソコン上で入力してから印刷いただいても構いません。 
　ご提出いただく際は、関係図面や関係資料の添付も要しますので、ご不明な点
は、土地改良区本部又は出張所へお問い合わせください。
　　　HP アドレス：http://www.kamedagou.jp/download/

　一年を通して用水路・排水路への油の流出事故が絶えません。一旦流出してし
まいますと、消防署・警察署・河川管理者・区役所・土地改良区等全員で出動す
ることとなり、例え意図的でなかったとしても結果責任が問われます。火災の危険
性だけでなく、周辺の自然環境へも
深刻な影響を与えかねません。万が
一、農地にまで汚染が広がってしま
いますと、測定調査、作付け補償、
土壌改良などその費用は計り知れま
せん。
　もちろん不法投棄による流出は
もってのほかですが、身近にある油
類の使用、保管につきましては、今
一度ご注意いただきますよう、重ね
てお願い申し上げます。

決 済 金 に つ い て
　農地を転用する場合、決済金を納めていただきます。
　　田　65 万円（10 ａ当たり）　　畑　16.3 万円（10 ａ当たり）
　農地が転用されると、償還金や施設の維持管理費を周りの農地で負わなければ
ならず、少しでも組合員皆さまの負担を軽減させるための措置です。農地の転用手
続きと一緒にお支払いいただきます。

農地の転用について（農地法第 4 条・第 5 条）
　ご自分の農地をご自分で転用する場合や農地を売ったり貸したりして転用する
場合、土地改良区への通知が必要です。
　申請書は、最寄りの出張所に備えてありますので、必要書類をお揃えの上、出
張所へご提出ください。

賦課内訳書の同封と内容の確認について
　平成 20 年度から賦課令書と一緒に賦課内訳書もお送りしております。今一度、
現在ご自身がお持ちの農地をご確認いただきますようお願い申し上げます。
　何かお気付きの点や、ご不明な点等ございましたら、出張所までお問い合わせ
ください。
　ご指摘の点につきましては、実地調査し、所定の手続きを行った上で処理させ
ていただきます。
　また、相続や売買等の理由から組合員資格得喪通知書をご提出いただいた際
も、土地改良区の方で実地調査等行い、場合によっては必要な手続きをお願いい
たしますので、ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

平成26年度賦課額（10a当たり）

第１区（横　越）
第２区（大江山）
第３区（亀　田）
第４区（両　川）
第５区（曽野木）
第６区（鳥屋野）
第７区（山　潟）
第８区（石　山）
第９区（大　形）

11,500
11,500
11,500
11,500
11,500
11,500
11,500
11,500
11,500

500
500

500

12,000
12,000
11,500
11,500
12,000
11,500
11,500
11,500
11,500

畑（10a）につ
い て は 定 款
第24条により
田の10 0 分の
25の額（共通
2,875円、各区
125円）

摘  要 一般会計（円）
区　分 共　通　費 各　区　費 計（円） 備　　考 平成26年度　組 合 費

令書発行　　10　月　３　日
納　　期　　10　月　20　日

・現金納入の場合は 10月20日 までに納めて下さい。
・口座振替の場合は 10月20日 に引き落とされます。

・庶務係
役員・総代・職員に関する事項
営繕に関する事項  

・総務係
理事会・総代会・監事会・総務部会に関する事項
選挙事務に関する事項
農振除外・農地転用・決済金に関する事項

・会計係
予算・決算に関する事項
会計経理に関する事項（現金の出納・預金） 

・管理係
土地改良財産の管理に関する事項 
補助事業等に係る処理に関する事項
農振計画の変更・市街化区域変更に関する事項

・土地係
用地測量・境界立会・払下げ処分に関する事項
換地計画に関する事項  

・事業計画係
事業認可・公的助成金に関する事項
事業部会に関する事項
調査・計画に関する事項 

・工事係
維持管理工事・その他工事実施に関する事項
国営・県営事業に関する事項 
団体営事業・その他事業の計画実施に関する事項 

・水利第１係
揚排水機場・水利施設の操作及び維持管理に関す
る事項
用水管理委員会に関する事項
親松排水機場管理委員会に関する事項  

・水利第２係
親松排水機場の運転操作・管理・除塵作業に関す
る事項

・地域づくり係
農業・地域振興に関する事項
地域の生活環境整備に関する事項
地域用水・環境用水に関する事項

（一財）亀田郷地域センター事務局 

・出張所
土地原簿、組合員原簿に関する事項
組合費徴収に関する事項（組合費の問い合わせなど）
組合員との連絡および地域活動の推進に関する事項
工区事務に関する事項 

総　務　課

農村整備課

水　利　課

環境整備課 地区事務所

新  

事  

務  

機  

構

　

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
た
な
事
務
組
織
で
業
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
業
務

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【事務組織】
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　横越地区では、今から80年前の昭和９年に旧横越村立横越小学
校に建立された当時の門柱１本が、40年前の学校統合や新潟市合
併等の変遷を経るなかで活用されずに残っていました。そこでその
門柱を活用し、横越出身の俳人で、新潟新聞（現：新潟日報）主筆
を務め、民俗学や郷土誌などにも幅広い文筆活動を行った小林存
（ながろう）の歌碑を建立しようと、地元有志が会を発足させ、募金
活動を行いながら、歌碑の建立を進めてきました。この事業には、
当センターの地域づくり助成金も活用されています。
　この歌碑は横越神社に建立され、さる６月11日、歌碑の除幕式が
執り行われました。刻まれた歌は、数ある小林存の歌の中から「ふ
るさとの長橋　～　ふるさとの堤の茶屋の酒悲し　長橋わたるバ
スに手を振る」が選ばれています。また同日、新潟大学教育学部の
岡村浩教授を招いての記念講演会も開催されました。

横越の俳人

小 林 存
ながろう

の 歌 碑 が 完 成

　阿賀野市の鶏卵加工業者「㈱ワイエムフーズ」から、土壌改良剤と
して利用できる鶏卵殻をご提供いただいております。引き続きご利用
いただけますので、下記の通りご案内いたします。
ご利用方法について
　⑴　申し込み

㈱ワイエムフーズへ電話で、申込者名、数量、搬出予定日時をお
伝えください。

　⑵　搬出
　申込者が㈱ワイエムフーズへ出向き、搬出作業を行います。
平日午前９時～午後４時に限ります。搬出の際には㈱ワイエ
ムフーズ事務所窓口でも、搬出数量等を申告してください。

　⑶　その他
　なるべく、地区やグループでまとまって、効率よく搬出してくださ
い。また、㈱ワイエムフーズ工場内ではマナーを心がけ、従業員の
方の邪魔にならないようお願いします。

　　　　　申込先：㈱ワイエムフーズ　総務部
　　　　　　　　　阿賀野市京ヶ瀬工業団地3610－157
　　　　　ＴＥＬ：０２５０－６７－２８２１（代表）

詳しくは、当地域センターまでお問い合わせください。

　鳥屋野潟は、亀田郷地区の水害防止の調整池機能を果たすだけ
でなく、生態系の維持や、都市の温度上昇抑制など、さまざまな機
能を果たしています。当センターはこうした鳥屋野潟のさまざまな機
能を広く地域の皆さんに知っていただく活動に協力・支援を行って
います。
　さる６月21日と22日、新潟市の食と花の交流センター「いくとぴあ
食花」の開業を記念して、「鳥屋野潟環境遊覧船」が２日間限定で
運航されました。２５人乗りの遊覧船2隻を搬入しての運航で、約
1200人のみなさんが、日ごろ機会の少ない船上からの鳥屋野潟を楽
しんでいました。
　また８月24日には、鳥屋野潟公園（鐘木地区）から、鳥屋野潟漁
業協同組合のご協力をいただき、昔ながらの手漕ぎの板合わせ舟
での、渡し船体験会も開催されました。

６月２１・２２日　鳥屋野潟環境遊覧船 ８月２４日　鳥屋野潟渡し船体験会




